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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）月
間
に
引
き
続
き
、７

月
か
ら
は
秋
の
拡
大
準
備
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。引
き
続
き
身

近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

六
月
の
核
兵
器

禁
止
条
約
第
一

回
締
約
国
会
議
は

八
十
カ
国
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
が

日
本
政
府
の
姿
は
な
し
。
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
、
日
本
が
核
兵

器
禁
止
条
約
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
す
ら
し
な
か
っ
た
こ

と
に
批
判
が
集
ま
り
ま
す
▼
日

本
政
府
は
、
米
国
の
「
核
の

傘
」
に
依
存
す
る
核
抑
止
論
に

立
っ
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背

を
向
け
な
が
ら
、
核
保
有
国
と

非
核
国
と
の
橋
渡
し
役
を
自
任

し
ま
す
が
、
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ベ
ア
ト
リ

ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局
長
は
「
不

参
加
で
は
橋
渡
し
役
に
な
れ
な

い
」
と
批
判
。
日
本
と
同
様
、

米
国
の
「
核
の
傘
」
に
あ
る
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
加
盟
国
政
府
か
ら
も
ド
イ

ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
い

る
の
で
す
▼
二
一
年
の
各
世
論

調
査
で
は
条
約
参
加
賛
成
が

過
半
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
原
水
協
の
調
べ
に
よ
る

と
、
日
本
政
府
に
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
・
参
加
を

求
め
る
意
見
書
を
決
議
し
た

自
治
体
は
二
二
年
七
月
一
日

現
在
六
百
三
十
九
自
治
体
。

全
千
七
百
八
十
八
自
治
体
の

三
六
％
に
達
し
ま
し
た
。
岩
手

県
で
は
百
％
で
す
▼
日
本
人
ほ

ど
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
知
る

国
民
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
原

爆
が
落
と
さ
れ
た
八
月
六
日
と

九
日
は
誰
も
が
知
る
特
別
な
日

で
す
。
被
爆
の
実
相
は
被
爆
者

の
証
言
や
教
育
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
戦
後
繰
り
返
し
伝
え
ら

れ
、
反
核
世
論
を
高
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
核
兵
器
禁
止
条

約
の
批
准
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

3
年
ぶ
り
の
全
日
日
程
で
議
論

  

予
算
案
等
巡
り
白
熱
し

　

  

分
科
会
で
個
別
課
題
深
め
て

大建労
ＱＲコード

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ
イ

ン)

」
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

　

七
月
三
日
（
日
）
、
エ

ル
シ
ア
タ
ー
で
第
七
十
八

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
渦
中
に
あ
っ
た
前
年
・

前
々
年
は
半
日
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、慎
重
に
状
況
を

見
極
め
た
う
え
で
三
年
ぶ
り

に
全
日
、分
科
会
な
ど
す
べ

て
の
議
事
日
程
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
エ
ル
シ
ア
タ
ー
入

り
口
で
は
検
温
と
消
毒
が
呼

び
か
け
ら
れ
、午
前
十
時
、川

口
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

開
会
、議
長
団
に
太
刀
野（
生

野
）・
黒
田（
福
島
）・
立
石（
城

東
鶴
見
）の
三
氏
を
選
出
。

　

コ
ロ
ナ
以
前
の
活
動
を
取

り
戻
し
な
が
ら
仲
間
の
仕
事

暮
ら
し
守
る
運
動
推
進
を
訴

え
る
谷
内
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
議
事
を
ス
タ
ー
ト
、

二
一
年
度
経
過
・
決
算
報
告

お
よ
び
二
二
年
度
予
算
・
運

動
方
針
案
を
提
案
。

　

質
疑
応
答
で
は
①
主
婦
の

会
の
動
員
費
引
き
上
げ
に
関

連
し
て
、②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
予
算
執
行
が
低
く
留
ま
り
、

昨
年
に
続
き
多
額
の
活
動
予

備
費
を
予
算
計
上
し
た
こ
と

に
伴
い
、と
も
に
予
算
組
み

換
え
を
求
め
る
二
つ
の
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
時
議
事
に
混
乱
も
生
じ

ま
し
た
が
、三
役
ら
の
答
弁

を
経
て
収
集
、報
告
・
提
案
す

べ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
補
充
で
は
委
員
四
人

の
届
出
以
外
に
立
候
補
は
な

く
、執
行
委
員
長
に
谷
内
邦

久
氏（
堺
）、川
口
育
男
副
委

員
長（
東
住
吉
平
野
）、柄
谷

浩
之
書
記
長(

福
島)

、谷
口

加
代
書
記
次
長（
都
島
）、七

田
幸
則
氏（
寝
屋
川
）、向
井

至
氏（
堺
）の
会
計
監
査
二
人

ら
で
新
年
度
に
臨
む
こ
と
に
。

作本さん

　

異
常
な
物
価
高
が
庶
民
の

暮
ら
し
と
中
小
企
業
の
経
営

を
直
撃
し
て
い
る
。円
安
が

続
く
な
か
各
企
業
が
続
々
と

値
上
げ
を
発
表
。物
価
は
さ

ら
に
上
が
る
。

　

最
も
効
果
的
な
物
価
対
策

は
消
費
税
減
税
だ
。物
価
高

騰
は
食
料
品
、水
光
熱
費
な

ど
生
活
必
需
品
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
品
目
に
わ
た
っ
て

い
る
。所
得
が
低
い
層
ほ
ど

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

世
界
各
国
で
、コ
ロ
ナ
危

機
や
物
価
高
か
ら
暮
ら
し
や

営
業
を
守

る
た
め
、

続
々
と
消

費
税
・
付

加
価
値
税

減
税
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

消
費
税
の
税
収
総
額
は
八

九
年
の
消
費
税
導
入
以
来
三

十
四
年
間
で
四
百
七
十
六
兆

円
。一
方
、国
と
地
方
を
合
わ

せ
た
法
人
税
は
三
百
二
十
四

兆
円
の
税
収
減
、所
得
税
・
住

民
税
も
二
百
八
十
九
兆
円
の

減
。合
わ
せ
て
六
百
十
三
兆

円
の
税
収
減
の
穴
埋
め
に
消

費
税
が
消
え
た
と
い
う
の
が

実
態
だ
。

　

ま
た
消
費
税
導
入
以
来
、

社
会
保
障
は
負
担
増
・
支
給

減
の
改
悪
続
き
。社
会
保
障

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

し
威
嚇
を
強
め
て
領
土
と
領

海
を
拡
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
争
い
事
は
人

類
誕
生
以
来
数
え
き
れ
な
い

証
し
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
、
人
間
の
一
人
で
あ
り

な
が
ら
人
間
は
恐
ろ
し
い
、

と
ふ
と
思
う
。

る
国
は
、
隣
国

の
民
族
を
自
国

民
化
す
る
た
め

に
武
力
を
背
に

し
て
、
強
制
的

に
制
圧
し
、
支

配
を
強
め
て
隷

属
化
を
進
め
て

い
る
。

　

そ
し
て
海
の

方
で
は
公
海
の

小
島
を
自
国
領

土
に
と
進
め
て

周
辺
国
の
抗
議

や
反
対
を
無
視

存
本
能
の
競

争
心
な
ど
ゆ

え
の
悲
劇
で

あ
る
と
思

う
。

　

ま
た
人
間

は
他
人
の
痛

み
を
直
接
に

は
感
じ
れ
な

い
が
ゆ
え
に

平
気
で
他
人

を
殺
害
で
き

る
残
忍
さ
や

令
酷
さ
を

持
っ
て
い
る

　

【
住
吉
・
小
森
国
弘
・
タ

イ
ル
】
地
球
の
陸
地
の
中
で

国
土
の
広
さ
一
位
か
二
位
に

入
る
広
い
国
土
を
持
っ
て
い

ほ
ど
多
く
無
数
に
繰
り
返
え

さ
れ
て
来
た
こ
と
で
不
幸
極

ま
り
な
い
が
、
人
間
が
持
つ

飽
く
こ
と
の
な
い
欲
望
と
生

世界で起こる武力の行使
人間が最も恐ろしい

  

異
常
な
物
価
高
が
く
ら
し
直
撃

 　
消
費
税
引
き
下
げ
こ
そ
最
も
有
効
だ

費
は
年
間
約
三
十
六
兆
円
に

の
ぼ
り
、年
間
約
二
十
兆
円

の
消
費
税
全
額
を
あ
て
て
も

足
り
な
い
。

　

歴
代
の
自
公
政
権
は
法
人

税
率
引
き
下
げ
な
ど
大
企
業

へ
の
減
税
を
繰
り
返
し
た
。

所
得
税
は
最
高
税
率
の
引
き

下
げ
や
大
株
主
優
遇
の
税
制

で
富
裕
層
ほ
ど
有
利
な
仕
組

み
を
続
け
て
き
た
。こ
れ
ら

の
税
収
減
を
消
費
税
で
穴
埋

め
し
て
き
た
。

　

も
と
も
と
消
費
税
は
、法

人
税
、所
得
税
な
ど
の
直
接

税
の
比
率
を
減
ら
し
、間
接

税
の
比
率
を
増
や
す
と
い
う

財
界
の
要
求
を
受
け
て
導
入

さ
れ
た
。消
費
税
の
税
収
に

占
め
る
割
合
は
二
二
年
度
三

四
％
に
の
ぼ
り
、今
や
所
得

税
、法
人
税
を
上
回
る
最
大

の
税
目
で
あ
る
。

多
く
の
議
論
を
重
ね
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
閉
会

谷内委員長（右）と中央右から立石・太刀野・黒
田各議長

　

大
会
表
彰
で
は「
黄
綬
褒

章
」受
賞
の
堺
・
作
本
博
昭
氏

の
特
別
表
彰
は
じ
め
、組
織

拡
大
な
ど
組
合
活
動
に
貢
献

し
た
仲
間
、支
部
の
名
前
を

読
み
上
げ
讃
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
大
会
宣
言
を
採
択
、川
口

委
員
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱

で
閉
会
し
ま
し
た
。
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

が
残
っ
た
場
合
、
あ
な
た
が

家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
て

「
特
別
縁
故
者
」
と
認
め
ら

れ
れ
ば
、
そ
の
財
産
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
き
づ
が
わ
共
同

法
律
事
務
所
）

２
０
２
２
・
７
・
16

　

Ｑ　

二
十
年
間
連
れ
添
っ

て
き
た
内
縁
の
夫
（
未
入

籍
）
が
遺
言
を
残
さ
な
い
ま

ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。
内
縁

の
夫
に
は
法
定
相
続
人
が
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
内
縁
の
夫
名
義
の
財
産

は
す
べ
て
国
の
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

あ
な
た
は
「
特
別
縁
故

者
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

で
き
ま
す
）
で
、
家
庭
裁

判
所
が
相
続
財
産
管
理
人

＝
以
下
「
管
理
人
」
＝
を
選

び
ま
す
。

　

法
定
相
続
人
が
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
場
合
（
相
続
人

不
存
在
）
、
利
害
関
係
人

の
請
求
（
あ
な
た
も
請
求

い
れ
ば
弁
済
を
す
る
な
ど
必

要
な
処
理
を
し
、
な
お
財
産

ま
す
の
で
、
一

定
の
財
産
を
受

け
取
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
人
は
、
亡

く
な
っ
た
内
縁
の

夫
に
対
す
る
債
権

者
が
い
な
い
か
調

査
し
、
債
権
者
が

　

内
縁
の
夫
遺
言
残
さ
ず
逝
く

　

  

夫
の
財
産
ど
う
な
る
の

賞（
同
千
円
分
）、参
加
賞（
同

三
百
円
分
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

一
日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
の
氏
名
」を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六
―
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷
津

西
二
―
七
―
一
七　

大
阪
建

設
労
働
組
合　

青
年
部

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

好
き
な
ど
う
ぶ
つ

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん（
小
学
生
以
下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
三
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
二
千
円
分
）、青
年
部
長

気
に
い
り
の
ア
ニ
マ
ル
た
ち

の
す
が
た
を
作
品
と
し
て
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、お
子
さ

ん
の
お
ら
れ
る
組
合
員
さ
ん

の
方
は
ぜ
ひ
と
も
出
品
を
お

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る「
ち

び
っ
こ
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス

ト
」。今
年
の
テ
ー
マ
は「
好

き
な
ど
う
ぶ
つ
」と
決
め
ま

し
た
。

　

お
子
さ
ん
た
ち
が
、か
わ

い
が
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
や
お

　

お
絵
書
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

　

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い   

青年部

ふ
る
っ
て
応
募
を

　

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

    　
ウ
ェ
ブ
回
答
も
可
能
に

賃金アンケート
はこちらから

　

【
賃
金
対
策
部
】
賃
金
対

策
部
で
は
今
年
も
「
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
、
四
月

末
組
合
員
数
の
二
割
を
目
標

に
集
約
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
『
建

設
労
働
』
六
月
十
六
日
付
号

外
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も

回
答
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取

れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き

　

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

四
月
下
旬
～
六
月
三
十
日
ま

で
取
り
組
ん
だ
二
〇
二
三

（
令
和
五
）
年
度
国
保
組
合

予
算
の
現
行
水
準
確
保
に
向

け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、

　

３
千
７
百
84
通
を
集
約

　
　

国
保
ハ
ガ
キ
へ
協
力
に
感
謝

日
時　

十
月
二
日
（
日
）
七

時
半
か
ら
十
一
時
ま
で
現
地

で
受
付

場
所　

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ

10
月
２
日
（
日
）

魚
釣
り
大
会

支部 集約枚数

西 成 24
東住吉平野 138
住 吉 142
都 島 108
守 口 100
生 野 39
福 島 84
城 東 鶴 見 100
東 成 62

港 68
東 淀 川 192

堺 552
池 田 40
西 淀 川 12
松 原 76
貝 塚 305
岸 和 田 381
泉 佐 野 152
吹 田 164
羽 曳 野 100
豊 中 16
門 真 150
寝 屋 川 569
大 東 120
茨 木 24
富 田 林 66
合 計 3,784

2023（令和 5）年度国保組合
予算の概算要求確保に向けた
ハガキ要請行動結果報告

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
回

答
・
意
見
を
あ
ら
ゆ
る
賃
闘

運
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
九
月
三
十
日
で
す
。

三
千
七
百
八
十
四
通
を
集
約

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
組
合
員
の
み
な
さ

ん
の
行
動
が
予
算
確
保
・
建

設
国
保
を
守
る
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

テ
ィ
海
釣
り
公
園

参
加
対
象　

組
合
員
と
家
族

入
場
料
と
（
大
人
千
円
、
小

学
生
以
下
五
百
円
）
駐
車
場

代
千
五
百
円
を
負
担
し
ま

す
。

■
申
込
み
不
要
。
直
接
現
地

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
雨
天
決
行
。
悪
天
・
台
風

な
ど
の
と
き
は
中
止
。
当
日

海
釣
り
公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
休
園
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。


